
『
産
婆
学
問
答
』
で
も
「
産
科
的
診
法
」
の
項
で
直
接
聴
診
法
を
述

べ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
聴
診
す
る
時
妊
婦
の
僥
骨
動
脈
を
同

時
に
触
診
し
、
胎
児
心
音
と
子
宮
及
び
腰
帯
の
雑
音
と
を
区
別
す
べ

き
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

聴
診
法
は
、
明
治
二
十
年
頃
に
医
師
の
間
で
普
及
し
始
め
、
以
後

次
第
に
産
婆
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

と
思
わ
れ
る
。

後
藤
新
平
は
、
明
治
一
九
年
五
月
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
総
会
に

お
い
て
、
「
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
」
と
題
す

る
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
「
命
価
説
」
は
、
後
藤
が
社
会
保
険
や

労
働
者
保
護
を
、
当
時
の
世
論
と
は
反
対
に
、
富
国
強
兵
と
い
う
国

是
に
と
っ
て
積
極
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
み
る
上
で
、
一
つ
の
理
論

的
支
柱
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
生
産
力
説
」
の
後
藤
版

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

命
価
説
は
、
明
示
的
に
は
明
治
一
八
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に

お
い
て
行
な
っ
た
短
い
報
告
と
、
前
記
講
演
の
二
つ
の
文
献
に
お
い

て
出
て
い
る
の
翠
で
あ
り
、
主
著
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て

は
、
注
に
出
て
い
る
の
承
で
あ
る
。

右
記
の
二
つ
の
報
告
・
講
演
は
、
い
ず
れ
も
中
流
以
上
の
人
士
を

対
象
に
し
て
行
な
っ
た
啓
蒙
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
従
来
、
命
価
説
を
も
っ
て
、
後
藤
の
社
会

後
藤
新
平
「
命
価
説
」
の
役
割

日
野
秀
逸
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㈹
論
理
の
骨
格
は
一
貫
し
て
い
る

後
藤
の
社
会
政
策
の
対
象
は
一
貫
し
て
、
労
働
者
・
貧
民
で
あ
っ

た
。
渡
欧
の
前
後
に
お
い
て
、
全
く
変
化
は
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、

彼
ら
こ
そ
が
、
社
会
の
富
の
担
い
手
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
王

公
ノ
富
源
モ
亦
貧
賎
ナ
ル
労
役
社
会
ニ
在
ル
’
一
非
ズ
ャ
。
英
国
ノ
富

〈
貧
民
ニ
在
リ
ト
、
宴
一
一
知
言
ト
云
フ
ベ
シ
」
（
『
職
業
衛
生
法
』
）
。

．
国
の
富
は
貧
民
に
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
以
て
貧
民
を
保
護
さ
す

所
の
所
以
も
明
か
に
な
っ
て
来
る
訳
で
あ
り
ま
す
」
（
『
疾
病
の
保
険

政
策
の
対
象
が
中
流
階
層
で
あ
っ
た
証
拠
と
し
、
こ
れ
が
、
後
藤
の

渡
欧
や
日
清
戦
争
を
経
て
、
社
会
政
策
の
対
象
は
労
働
者
・
貧
民
へ

と
変
化
し
、
こ
の
変
化
の
素
早
さ
を
も
っ
て
後
藤
の
政
治
的
感
覚
の

鋭
敏
さ
を
示
す
も
の
と
評
さ
れ
て
い
た
。

演
者
は
、
後
藤
が
明
治
一
二
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
『
大
日
本

私
立
衛
生
会
雑
誌
』
に
連
載
し
た
「
職
業
衛
生
法
」
の
分
析
を
通
じ

て
、
ま
た
、
留
学
後
の
「
疾
病
の
保
険
法
」
（
明
治
二
五
年
一
二
月
の
大

日
本
私
立
衛
生
会
に
お
け
る
講
演
）
、
日
清
戦
争
後
の
明
治
二
九
年
の
大

日
本
私
立
衛
生
会
第
一
四
回
総
会
に
お
け
る
講
演
「
衛
生
と
資
本
」

の
検
討
を
通
じ
て
、
以
下
の
結
果
を
得
た
。

③
命
価
説
は
、
啓
蒙
の
た
め
の
論
法

命
価
説
は
、
社
会
政
策
、
な
か
ん
ず
く
衛
生
施
策
や
疾
病
保
険
の

必
要
性
を
中
流
以
上
の
人
女
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
「
論
法
」
と
し

法
』
）
。
「
倫
敦
の
富
は
労
働
者
に
あ
り
又
貧
民
に
あ
り
。
日
本
の
富

は
日
本
労
働
者
に
あ
り
日
本
貧
民
に
あ
り
。
其
保
護
は
衛
生
法
に
依

っ
て
成
功
す
べ
く
日
本
将
来
の
富
強
に
な
る
と
否
と
の
問
題
も
此
に

存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
」
（
『
衛
生
と
資
本
』
）
。

も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
治
安
対
策
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
一
貫
し

て
い
る
。
後
藤
は
「
疾
病
の
保
険
法
」
に
お
い
て
、
彼
自
身
の
「
職

業
衛
生
法
」
を
日
本
で
最
初
に
疾
病
保
険
を
論
じ
た
も
の
と
評
価
し

つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
明
治
二
一
年
に
私
が
職
業
衛

生
法
を
論
じ
た
時
は
、
・
・
・
…
此
の
時
は
即
ち
高
島
炭
鉱
の
問
題
の
起

っ
た
時
で
あ
る
。
高
島
炭
鉱
の
問
題
と
云
ふ
の
は
、
何
で
あ
る
か
。

即
ち
労
働
社
会
が
疾
病
保
険
、
其
他
職
業
衛
生
法
の
必
要
を
喚
起
し

た
時
で
あ
る
。
即
ち
彼
等
が
其
の
必
要
の
急
を
告
げ
た
時
で
あ
る
。

其
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
色
々
同
盟
罷
工
と
か
、
又
は
社
会
の
有

様
の
変
化
が
余
程
此
急
を
喚
ぶ
こ
と
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
問
題
意
識
も
一
貫
し
て
い
る
。
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て
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
の
世
論
の
形
成

者
は
中
流
以
上
の
人
為
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

鶴
見
祐
輔
は
『
後
藤
新
平
』
第
一
巻
の
中
で
、
「
衛
生
ノ
盛
衰
〈

国
民
ノ
命
価
二
関
ス
」
と
題
す
る
講
演
に
触
れ
つ
つ
、
「
伯
が
衛
生

の
宣
伝
に
つ
き
、
い
か
な
る
論
法
を
用
い
た
か
を
知
る
よ
す
が
と
し

て
」
（
三
三
九
．
ヘ
ー
ジ
）
、
こ
の
論
文
の
大
要
を
記
し
て
い
る
。

⑧
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て
は
「
健
康
ノ
価
」
と
表
現
さ
れ

ヲ
ｏ
Ｏ

「
命
価
説
」
は
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い

て
は
、
よ
り
正
確
に
、
生
産
力
の
担
い
手
、
富
の
源
泉
と
し
て
の
労

働
者
・
貧
民
の
「
健
康
ノ
価
」
へ
と
等
価
・
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
「
抑

々
健
康
ノ
価
即
生
命
ノ
価
値
」
（
一
五
四
・
ヘ
ー
ジ
）
と
表
現
さ
れ
て
い

〉
（
》
○

参
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史
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○
回
、
『
月
刊
保
団
連
』
、
第
一
九
七
号
（
一
九
八
四
年
四

月
）
、
第
二
○
○
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九
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月
）
、
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二
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九
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八
号
（
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九
八
六
年
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○
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）
。

（
国
立
公
衆
衛
生
院
）

今
日
、
医
学
・
歯
学
に
関
す
る
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
は
一
般
に
医
科

器
械
カ
タ
ロ
グ
、
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
江
戸
時
代
の
一
枚
刷
に
よ
る
と
「
外
科
道
具
品
々
」
「
阿
藺

陀
外
科
道
具
品
々
」
「
正
札
無
引
、
長
崎
広
瀬
外
科
道
具
品
を
」
「
諸

流
外
療
道
具
品
を
」
な
ど
が
あ
り
、
主
と
し
て
外
科
（
療
）
道
具
で

そ
の
中
に
眼
科
（
家
）
道
具
や
産
婦
道
具
が
含
ま
れ
て
い
る
。

日
本
最
初
の
カ
タ
ロ
グ
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
明
治
ｎ
年
９
月

６
日
版
権
免
許
、
松
本
市
左
衛
門
刊
の
「
医
療
器
械
図
譜
」
で
あ

り
、
次
い
で
明
治
皿
年
８
月
出
版
の
岩
本
五
兵
衛
刊
の
「
医
家
器
械

図
譜
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
明
治
加
年
、
同
叫
年
の
第
一
回
同
二
回

の
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
功
賞
を
う
け
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
銅
版
、
一
六
○
．
ヘ
ー
ジ
内
外
、

非
売
品
で
は
な
く
、
’
だ
銭
で
外
国
の
器
械
書
の
訳
本
で
外
科
の
範

囲
だ
け
で
な
く
、
急
速
な
医
学
、
歯
学
の
進
歩
に
つ
れ
て
解
剖
用
機

医
科
・
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
の
変
遷

谷
津
三
雄
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